意　　見　　書

平成１２年９月２８日

電気通信審議会

　電気通信事業部会会長　殿

郵便番号　１０５－０００３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とうきょうとみなとくにししんばし　　ちょうめ　　ばんち　　　　　ごう

東京都港区西新橋１丁目４番地１０号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゃだんほうじん　　　　　　　　　　　　　　　　きょうかい

社団法人テレコムサービス協会

　　　　　　　かい　　ちょう　　　いち　　りき　　　　　　けん

　　　　会　長　　一　力　　　健

　電気通信審議会議事規則第５条の２及び接続に関する議事手続細則第２条の規定により、平成１２年８月３１日付け郵通議第３０７２号で公告された郵政省令案に関し、別紙のとおり意見を提出します。

別紙

１．長期分費用方式による接続料の設定について

　

　　今回の接続料規則案の概要によると、専用役務は長期増分費用方式によらず、実際費用方式によると規定されているが、専用役務についてモデル作成等の実現による、長期増分費用方式を早期に実現することを切望したい。

２．東西ＮＴＴが行う通信量等の記録について

　　特段の要望はない。

３．事業者向け割引料金（キャリアズ･レート）の導入について

　　端末間伝送等機能を新設し、利用者料金から一定割合を除いて設定する事業者向け割引料金（キャリアズ･レート）を設定する（当分の間専用役務関係に限る。）旨の規定については、この制度を推進するための接続料規則と了解し、この制度を要望して来た当協会としては一日も早い実現を望みたい。

　　また、この件について、回線名義の関係から、接続ルールと同条件で、約款外役務契約を使用せざるを得ない状況があるので、その確認をいただきたくお願いをする。

　　なお、本件に関連して、当協会としては公衆網の卸売料金制度の実現を切望している。早期の実現方御配慮を願いたい。
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